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医療現場ではコロナウィルスへの感染拡大防止そしてワクチン接種など様々な対応が求められてもうすぐ2年経

ちます。私は外来看護部で日 コ々ロナウィルス疑いもしくは陽性の患者様さんの対応をしています。

感染拡大を防ぐ対策として当初は来院されるすべての方に対して正面玄関前で問診や検温しトリアージを行っ

てました。現在は隔離プレハブ（玄関前）や隔離ブースが設置され有熱・有症状の患者さんをスムーズに診療で

きるようになってきました。

患者さん一人一人に詳しい状況をお聞きするのは受付だけでは困難であり、有熱や有症状の方は隔離ブース

にご案内して看護師が詳細な問診を聴取しています。その後、隔離の必要がなければ隔離解除としています。

しかし、感染に対する患者さんたちの不安は強く隔離ブースでの待機をなかなか理解してもらえず不安や怒り

を訴える患者さんもおられます。ピリピリした空気の中で隔離ブースでの待機に不安を持たれることは仕方のな

いことかもしれません。そこで、隔離ブースの椅子や部屋は消毒済みであることを伝えたり（目の前で消毒を行

ったり）それぞれコロナの手指消毒を促し安心して診療をうけてもらえるように努めています。隔離が必要な疾

患はコロナ以外にもあり日頃からの感染対策の徹底は重要です。患者さん・スタッフを守るためにも、患者さん

にも丁寧に説明し安心できる対応を心掛けていきたいと思っています。コロナが落ち着いて、以前のように制限

なく旅行やライブなど趣味を思う存分楽しめるようになるまでみんなで支え合っていけたらと願います。
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お
も
し
ろ
い
本
が
何
冊
か
あ
り
、一
冊
に
選
び
き
れ
な
か
っ

た
の
で
、
何
冊
か
を
手
短
に
紹
介
。

①
　「
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
」 

（
ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
著
）

　
著
者
は
英
国
在
住
の
日
本
人
。

当
時
中
学
生
だ
っ
た
息
子（
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
人
と
の
ハ
ー
フ
）と
の
生
活

を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
。
息
子
の
通

う
中
学
校
は「
底
辺
中
学
校
」と
呼

ば
れ
、
人
種
も
貧
富
も
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
移
民
の
子

も
い
れ
ば
、
レ
イ
シ
ス
ト
も
い
る
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
悩

む
子
も
い
る
。
多
様
性
と
は
何
か
な
ど
を
深
く
考
え
さ
せ

て
く
れ
る
本
。
文
章
は
平
易
だ
が
、
読
み
手
の
人
権
感
覚

が
問
わ
れ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
一
読
の
価
値
あ
り
。

②
　「
嫌
わ
れ
た
監
督
　
落
合
博
満
は
中
日
を
ど
う
変
え
た
の

か
」 （
鈴
木
忠
平
著
）

　
プ
ロ
野
球
の
話
。
著
者
は
落
合

監
督
時
代
に
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
記

者
と
し
て
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
を
担

当
し
て
い
た
。
落
合
の
監
督
時
代
を
、
川
崎
投
手
、
吉
見

投
手
、
和
田
選
手
、
荒
木
選
手
な
ど12

人
の
視
点
で
振
り

返
っ
て
い
く
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
野
球
好
き
に
は
た
ま

ら
な
い
一
冊
。
結
局
、
落
合
が
す
ご
い
こ
と
は
よ
く
分

か
っ
た
。
こ
の
著
者
が
、
記
者
と
し
て
成
長
し
て
い
く
話

と
し
て
も
読
め
る
。
良
書
。

③
　「
ヨ
ル
ガ
オ
殺
人
事
件
」（
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ

ツ
著
）

　「
カ
サ
サ
ギ
殺
人
事
件
」に
続
く

第
二
弾
。
相
変
わ
ら
ず
の
面
白
さ
。

作
中
に
別
の
全
く
関
係
な
い
ミ
ス

テ
リ
ー
を
何
の
違
和
感
も
な
く
紛

れ
込
ま
せ
る
手
腕
が
す
ご
い
。
た

だ
、
読
む
な
ら
絶
対
に「
カ
サ
サ
ギ

殺
人
事
件
」を
先
に
読
む
べ
き
で
、

前
作
の
内
容
を
知
っ
て
い
な
い
と
混
乱
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

④
　「
私
は
い
っ
た
い
、
何
と
闘
っ
て
い
る
の
か
」（
つ
ぶ
や

き
シ
ロ
ー
著
）

　
著
者
は
、SN

S

が
出
現
す
る
は

る
か
前
か
ら
、
名
前
の
通
り
つ
ぶ

や
き（
ツ
イ
ー
ト
）で
一
世
を
風
靡

（
そ
こ
ま
で
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
）し
た
お
笑
い
タ
レ

ン
ト
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
主
任
と
し
て
働
く45

歳

の
主
人
公
伊
澤
春
男
の「
平
凡
な
」日
常
を
描
く
の
だ
が
、

こ
の
男
の
脳
内
で
は
、
こ
じ
れ
た
自
意
識
か
ら
の
妄
想
が

流
れ
続
け
、
そ
の
中
の
一
部
が（
本
の
中
の
）現
実
と
シ
ン

ク
ロ
し
て
い
く
。
お
も
し
ろ
い
。

⑤
　
円（
劉
慈
欣
　
リ
ュ
ウ
・
ジ
キ
ン
著
）

　
　
S
F
の
名
作
中
の
名
作「
三
体
」

作
者
の
短
編
集
。
短
編
も
う
ま

い
。「
三
体
」は
膨
大
な
の
で
、

こ
ち
ら
か
ら
入
る
方
が
と
っ
つ

き
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
ち
な
み
に
、
私
は「
三
体
」が
好
き
で
好
き
で
、
第
三
部
の

と
き
は
発
売
日
に
ど
う
し
て
も
手
に
入
れ
た
く
て
書
店
に
向

か
っ
た
。
そ
の
書
店（
大
型
で
す
）で「
三
体
あ
り
ま
す
か
？
」

と
言
っ
た
ら
、「
宮
崎
は
二
日
遅
れ
な
の
で
、
入
荷
は
あ
さ
っ

て
に
な
り
ま
す
」と
笑
顔
で
返
さ
れ
て
し
ま
っ
た（
本
当
の
話

で
す
。
皆
さ
ん
も
気
を
付
け
て
）！
　
と
て
も
辛
か
っ
た
が
、

（SF

だ
け
に
）「
時
空
を
超
え
れ
ば
三
体
を
買
え
る
！
」と
い
う

フ
レ
ー
ズ
が
浮
か
ん
だ
の
で
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
っ
て

帰
路
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。
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